
事例１０ 虐待を受け置き去りにされた子供
（６歳の男の子）〔児童相談所の事例〕

〔経緯〕
早朝、「男の子が置き去りにされた。相当ケガをしている」と警察から児童相談所に緊急連絡が入りま

した。警察で保護し、児童相談所の職員が駆けつけると、男の子はかなり衰弱し全身に傷を負っており、

容体は深刻で身元もわかりませんでした。児童相談所では一時保護を行い、さらに心身の状況を確認し、

容体を回復させるため病院への入院の手続きをとりました。病院でも、虐待を受けた子供への対応につ

いて外傷の治療はもとより心のケアについても配慮し、安心して療養できる環境をつくることを心掛け

ました。また警察では遺棄事件、場合によっては傷害事件の可能性もあるとして、男の子の身元を調査

するとともに保護者の所在を調べ始めました。男の子は体調も回復し笑顔も取り戻しましたが、今まで

の生活の様子や家族のことを話すことはありませんでした。

しばらくして身元がわかり、母親は男の子を連れ回し各地を転々としていたことがわかりました。児

童相談所では警察と協力して母親がいると思われる場所に行きましたが、転居した後で所在はつかめま

せんでした。その後も母親の行方を探し見つかった場合は、児童相談所と警察が協力して行動すること

を確認しました。男の子は病院を退院し、一時保護所に入所した後、児童養護施設に入所となりました

が、精神的なケアが必要な状態で、児童相談所と施設が連携しながら心の傷の回復に努めました。また、

母親が突然現れて男の子を連れ去る危険性もあるため、施設では警察と連携し、緊急の時はすぐに対応

できる体制をとりました。

〔かかわった機関と役割〕

○警 察 ・男の子の身の安全の確保と身元の確認
・児童相談所との協力体制づくり
・施設との協力体制づくり

○病 院 ・男の子の心身の状況の把握と治療
・安心して療養できる環境づくり

○児童養護施設 ・養育環境の確保
・心身のケアについての児童相談所との連携
・緊急時の対応についての警察との連携

○児童相談所 ・緊急一時保護の決定
・男の子の心身のケア
・母親捜索のための警察との連携

〔ポイント〕

・この事例では、緊急時に児童相談所と警察の連携体制がとれており、迅速な対応ができま
した。
・虐待を受けた子供と向き合う場合、かかわる機関は、この事例のように子供に安心できる
環境を与えることが大切です。大人に対する不信感を表す場合もありますが、虐待を受け
た子供の気持ちを理解し、施設と児童相談所が連携して援助していくことが必要です。
・虐待している保護者と向き合う場合、特に、保護者がどのような行動に出るか予測しがた
い場合は、警察の協力を求めることも必要となります。
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仙台市児童虐待通告票（関係機関用）

全項目が確認できなくても、速やかに児童相談所又は区役所・宮城総合支所（緊急度・深刻度が高い場合は
児童相談所）へ通告します。

：時日月付受名関機 　 年 月 日 時

ＴＥＬ ＦＡＸ 受付者氏名：

通

告

者

係関のと供子名氏

住 所

）否・諾（力協査調ＬＥＴ

子
供
の
情
報

フリガナ 男 ・ 女 　 年 月 日 生（ 才）

）等所育保・校学（属所名氏

ＬＥＴ所住

業職柄

（P.26「一時保護に向けたアセスメントシート」及びP.27「深刻度アセスメントシート」参照）

続名氏者護保

◆子供の状況等◆　　　※緊急度・深刻度の判定〔 緊急介入・早急介入・集中援助・継続的援助 〕

通告者の主な通告内容：

１ 虐待をしている人は誰か〔 父 ・ 母 ・ それ以外の家族（ ）〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他 〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他 〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

処

理

欄

通告年月日等 年 月 日 午前・午後 時 分 児童相談所・区役所（宮城総合支所）

備考：



仙台市児童虐待通告票（関係機関用）

全項目が確認できなくても、速やかに児童相談所又は区役所・宮城総合支所（緊急度・深刻度が高い場合は
児童相談所）へ通告します。

：時日月付受名関機 　 年 月 日 時

ＴＥＬ ＦＡＸ 受付者氏名：

通

告

者

係関のと供子名氏

住 所

）否・諾（力協査調ＬＥＴ

子
供
の
情
報

フリガナ 男 ・ 女 　 年 月 日 生（ 才）

）等所育保・校学（属所名氏

ＬＥＴ所住

業職柄

（P.26「一時保護に向けたアセスメントシート」及びP.27「深刻度アセスメントシート」参照）

続名氏者護保

◆子供の状況等◆　　　※緊急度・深刻度の判定〔 緊急介入・早急介入・集中援助・継続的援助 〕

通告者の主な通告内容：

１ 虐待をしている人は誰か〔 父 ・ 母 ・ それ以外の家族（ ）〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他 〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他 〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

処

理

欄

通告年月日等 年 月 日 午前・午後 時 分 児童相談所・区役所（宮城総合支所）

備考：



「児童虐待通告票（関係機関用）」解説
■「児童虐待通告票（関係機関用）」とは

この様式は、各機関へ市民などから寄せられたり、各機関が自ら発見したりした虐待の情報を記入し、

児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ通告する際に使用するものです。

記入内容は、児童相談所又は区役所・宮城総合支所で介入する際に必要な情報ですが、全部の項目が

確認できなくても速やかに通告するようにします。

■通告方法

児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ電話で連絡してください。「通告票」をＦＡＸで送信する場

合は、万一誤って送信する危険を考慮して、氏名、住所を消してから送信します。送信後は、確実に送

信されたことを電話で確認します。

■記入方法

●受付月日時／受付者氏名

虐待の連絡を受けた（発見した）日時と受け付けた（発見した）人の氏名を記入。

●通告者

「子供との関係」＝子供から見た続柄、隣人、子供会の世話人など。

「調査協力（諾・否）」＝さらに詳しい情報等を確認するために、児童相談所又は区役所・宮城総合支

所から連絡をしてもいいかどうか等について通告者の意思確認を行います。

＊通告者に対しては「氏名等は一切公表せずプライバシーは保護する、無理な協力要請は行わない」ことをきちんと伝えましょう。

●子供の情報

虐待を受けている子供の氏名、性別、年齢、住所は分かる範囲で構わないので、できるだけ記入して

ください。

「保護者氏名／続柄／職業」＝子供の保護者の情報を記入してください。

●子供の状況等

「通告者の主な通告内容」＝通告者が訴えてきた主な内容を簡単に書き取ります。

「緊急度・深刻度の判定」＝P.26の『一時保護に向けたアセスメントシート』及びP.27の『深刻度ア

セスメントシート』に基づいて判定を行い、その結果を通告の際に必ず連絡してください。

「虐待をしている人は誰か」＝複数の場合には、該当者全てに○をつけてください。

「虐待を受けている子供の様子」

①外傷の有無を記入し、有る場合はその部位（頭、顔、腕など該当する箇所）と程度（切れている、

アザがある、ヤケドの水膨れがあるなど）も記入します。

②健康状態・発育状態の良不良を記入し、不良の場合はその状態（極端に背が低い、極端にやせてい

る、げっそりして顔色が悪い、フラついているなど）も記入します。

③身体の汚れ、衣服の汚れの有無を記入します。

④子供の普段の様子について、該当項目全てに○をつけ、それ以外にも気づいた事を記入します。

「家族の様子」＝該当者全てに○をつけてください。

●処理欄

「通告年月日等」＝各機関より児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ通告した年月日等を記入しま

す。また、通告先にも○をつけます。

（表）

要保護児童通告受付票

児童委員（ ） 区 地区 連絡先

受付年月日 　 年 月 日（ ） 午前 ・ 午後 時 分

通

告

者

望希名匿名氏

住 所
ＴＥＬ （ ）

関 係 家族・親族・近隣・学校・保育所・病院・区役所（宮城総合支所）・その他

通告意図 児童の保護 ・ 調査 ・ 相談

調査協力　　　調査協力 （諾・否）　児童相談所又は区役所（宮城総合支所）からの連絡 （諾・否）

要
保
護
児
童

ふりがな

氏 名

住 所

（居所）

就学状況等
未就学・保・幼・小・中・高校 （ 歳くらい） 男・女

保

護

者

ふりがな

氏 名 家
族
構
成

職 業

住 所
ＴＥＬ （ ）

保護すべき児童の

状況等（保護者の

様子及び児童の様

子を記入すること）

※ 児童虐待通告の場合は裏面も記入すること

情報源と保護者の

了解

・通告者は 実際に目撃している

たい聞らか）（者係関は者告通・

・保護者は この通告を（ 承知 ・ 拒否 ・ 知らせていない ）

通告者への対 応

仲介（通告）年月日 　　 年 月 日（ ） 午前 ・ 午後 時 分

仲 介（ 通 告 ）先
）（者当担所談相童児・

・ ）（者当担（　　　　）区役所・宮城総合支所



「児童虐待通告票（関係機関用）」解説
■「児童虐待通告票（関係機関用）」とは

この様式は、各機関へ市民などから寄せられたり、各機関が自ら発見したりした虐待の情報を記入し、

児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ通告する際に使用するものです。

記入内容は、児童相談所又は区役所・宮城総合支所で介入する際に必要な情報ですが、全部の項目が

確認できなくても速やかに通告するようにします。

■通告方法

児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ電話で連絡してください。「通告票」をＦＡＸで送信する場

合は、万一誤って送信する危険を考慮して、氏名、住所を消してから送信します。送信後は、確実に送

信されたことを電話で確認します。

■記入方法

●受付月日時／受付者氏名

虐待の連絡を受けた（発見した）日時と受け付けた（発見した）人の氏名を記入。

●通告者

「子供との関係」＝子供から見た続柄、隣人、子供会の世話人など。

「調査協力（諾・否）」＝さらに詳しい情報等を確認するために、児童相談所又は区役所・宮城総合支

所から連絡をしてもいいかどうか等について通告者の意思確認を行います。

＊通告者に対しては「氏名等は一切公表せずプライバシーは保護する、無理な協力要請は行わない」ことをきちんと伝えましょう。

●子供の情報

虐待を受けている子供の氏名、性別、年齢、住所は分かる範囲で構わないので、できるだけ記入して

ください。

「保護者氏名／続柄／職業」＝子供の保護者の情報を記入してください。

●子供の状況等

「通告者の主な通告内容」＝通告者が訴えてきた主な内容を簡単に書き取ります。

「緊急度・深刻度の判定」＝P.26の『一時保護に向けたアセスメントシート』及びP.27の『深刻度ア

セスメントシート』に基づいて判定を行い、その結果を通告の際に必ず連絡してください。

「虐待をしている人は誰か」＝複数の場合には、該当者全てに○をつけてください。

「虐待を受けている子供の様子」

①外傷の有無を記入し、有る場合はその部位（頭、顔、腕など該当する箇所）と程度（切れている、

アザがある、ヤケドの水膨れがあるなど）も記入します。

②健康状態・発育状態の良不良を記入し、不良の場合はその状態（極端に背が低い、極端にやせてい

る、げっそりして顔色が悪い、フラついているなど）も記入します。

③身体の汚れ、衣服の汚れの有無を記入します。

④子供の普段の様子について、該当項目全てに○をつけ、それ以外にも気づいた事を記入します。

「家族の様子」＝該当者全てに○をつけてください。

●処理欄

「通告年月日等」＝各機関より児童相談所又は区役所・宮城総合支所へ通告した年月日等を記入しま

す。また、通告先にも○をつけます。

（表）

要保護児童通告受付票

児童委員（ ） 区 地区 連絡先

受付年月日 　 年 月 日（ ） 午前 ・ 午後 時 分

通

告

者

望希名匿名氏

住 所
ＴＥＬ （ ）

関 係 家族・親族・近隣・学校・保育所・病院・区役所（宮城総合支所）・その他

通告意図 児童の保護 ・ 調査 ・ 相談

調査協力　　　調査協力 （諾・否）　児童相談所又は区役所（宮城総合支所）からの連絡 （諾・否）

要
保
護
児
童

ふりがな

氏 名

住 所

（居所）

就学状況等
未就学・保・幼・小・中・高校 （ 歳くらい） 男・女

保

護

者

ふりがな

氏 名 家
族
構
成

職 業

住 所
ＴＥＬ （ ）

保護すべき児童の

状況等（保護者の

様子及び児童の様

子を記入すること）

※ 児童虐待通告の場合は裏面も記入すること

情報源と保護者の

了解

・通告者は 実際に目撃している

たい聞らか）（者係関は者告通・

・保護者は この通告を（ 承知 ・ 拒否 ・ 知らせていない ）

通告者への対 応

仲介（通告）年月日 　　 年 月 日（ ） 午前 ・ 午後 時 分

仲 介（ 通 告 ）先
）（者当担所談相童児・

・ ）（者当担（　　　　）区役所・宮城総合支所



（裏）

※全項目が確認できなくても、速やかに児童相談所又は区役所・宮城総合支所（緊急度・深刻度が高い場合
は、児童相談所）へ通告すること。

※緊急度・深刻度判定〔 緊急介入 ・ 早急介入 ・ 集中援助 ・ 継続的援助 〕通告者の主な通告内容

１ 虐待をしている人は誰か〔 父 ・ 母 ・ ）（族家の外以れそ 〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

虐待通告受付票
仙台市児童相談所 ・（ ）区役所・宮城総合支所

受理月日時 　 年 月 日 時

供
覧

所長・課長主幹 係長 係長 係長 主査 ＩＷ 担当者

通
告
者

係関のと童児名氏

先絡連所住

児

童

ふりがな

氏 名 男・女／　 年 月 日 生（ 才）

所属（学校・保育所等）

住 所 区

先絡連業職柄続名氏者護保

○主 訴（通告者の連絡先が確認できる場合は、通告したい内容を聴取し、再度担当者から連絡する旨を伝える）

注）夜間、外に閉め出されている、重傷を負っている等、児童の生命身体に危険が迫っている場合は、通告者か

ら警察へ通報（１１０番）してもらう。（警察へは当方の担当者からも別途通報する旨を伝える。）

○通告者の氏名・連絡先が確認できない場合は次の内容を確認

１ 虐待をしている人は誰か（複数の場合あり）〔 父 ・ 母 ・ それ以外の家族（ ）〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他 〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他 〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

処 理



（裏）

※全項目が確認できなくても、速やかに児童相談所又は区役所・宮城総合支所（緊急度・深刻度が高い場合
は、児童相談所）へ通告すること。

※緊急度・深刻度判定〔 緊急介入 ・ 早急介入 ・ 集中援助 ・ 継続的援助 〕通告者の主な通告内容

１ 虐待をしている人は誰か〔 父 ・ 母 ・ ）（族家の外以れそ 〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

虐待通告受付票
仙台市児童相談所 ・（ ）区役所・宮城総合支所

受理月日時 　 年 月 日 時

供
覧

所長・課長主幹 係長 係長 係長 主査 ＩＷ 担当者

通
告
者

係関のと童児名氏

先絡連所住

児

童

ふりがな

氏 名 男・女／　 年 月 日 生（ 才）

所属（学校・保育所等）

住 所 区

先絡連業職柄続名氏者護保

○主 訴（通告者の連絡先が確認できる場合は、通告したい内容を聴取し、再度担当者から連絡する旨を伝える）

注）夜間、外に閉め出されている、重傷を負っている等、児童の生命身体に危険が迫っている場合は、通告者か

ら警察へ通報（１１０番）してもらう。（警察へは当方の担当者からも別途通報する旨を伝える。）

○通告者の氏名・連絡先が確認できない場合は次の内容を確認

１ 虐待をしている人は誰か（複数の場合あり）〔 父 ・ 母 ・ それ以外の家族（ ）〕

２ 虐待に気づいた時期及び虐待の頻度： 年 月頃から／ 週 ・ 日に 回

３ 虐待を受けている子供の様子

①外傷： 〕：度程：位部〔無・有

〕〔良不・良：態状育発・態状康健②

③身体の汚れ： 有 ・ 無 ／ 衣服の汚れ： 有 ・ 無

④子供の普段の様子〔落ち着きがない・おどおどしている・表情が乏しい・徘徊・万引き・暴力行為・他 〕

４ 家族の様子

①家族構成〔 父 ・ 母 ・ ）（他のそ 〕

②子供への日常の接し方〔すぐ殴る・大声で叱る・「産まなければよかった」などと言う・無視する・他 〕

③近隣との付き合い〔 親密 ・ 多少有り ・ あまり無い ・ 全く無い 〕

処 理



仙台市の主な子育て支援事業

１ 保育所等地域子育て支援センター・子育て支援室

○ 対象

 主に子育て家庭の保護者及びその子供

○ 事業内容

  （１）子育て家庭の交流の場の提供と交流の促進

   子育て家庭が気軽にかつ自由に利用できる交流の場の設置や子育て家庭間の交流を深める取組等

   の地域支援を実施します。

（２）子育て等に関する相談、援助の実施

   子育てに不安や悩みなどを持っている子育て親子に対する相談、援助を実施します。

（３）地域の子育て関連情報の提供

   子育て家庭が必要とする身近な地域の様々な育児や子育てに関する情報を提供します。

（４）子育て及び子育て支援に関する講習等の実施

   子育て家庭や子育て支援に関するスタッフとして活動する者等を対象に講習等を実施します。

※ 問い合わせ先は、仙台市運営支援課（ ２１４－８４８７）

２ 一時預かり事業

○ 対象

　　原則として，仙台市に在住する保育所等の入所の対象とならない健康な就学前の子ども

○ 事業内容

　・利用形態

　　①非定型的保育サービス（保護者の就労・職業訓練・就学等により家庭保育が困難な場合）

　　②緊急保育サービス（保護者の傷病，災害，事故，出産，看護・介護，冠婚葬祭などにより一時的

　　　に家庭保育が困難な場合）

　　③私的理由による保育サービス（保護者の育児に伴う心理的・肉体的負担を解消のために一時的に

　　　保育が必要な場合）

　　④継続的利用保育サービス（①非定型的保育サービスと同様）

　・保育時間

　　　概ね午前7時30分から午後6時まで

　　　※保育時間等については，実施施設ごとに異なる。

　・費用（日額）

　　月曜日から土曜日

　　　利用料…3歳未満児　2,400円，3歳以上児　1,200円　（半日利用の場合は半額）

　　　給食費等…300円

　　日曜日，祝日等

　　　利用料…3歳未満児　3,600円，3歳以上児　1,800円　（半日利用の場合は半額）

　　　給食費等…200円

　・保育期間

　　①非定型的保育サービス　　　　　　月64時間未満を限度に保育

　　②緊急保育サービス　　　　　　　　2週間を限度に保育

　　③私的理由による保育サービス　　　週3日を限度に保育

　　④継続的利用保育サービス　　　　　月64時間以上保育

※ 問い合わせ先は、仙台市認定給付課（ ２１４－８５２４）

106

３ 子育てふれあいプラザ等「のびすく」

子育て支援拠点施設として、市内に「のびすく仙台」「のびすく宮城野」「のびすく若林」「のびすく長

町南」「のびすく泉中央」の５館を設置。

◎共通事業

○ 対象

乳幼児とその家族

○ 事業内容

（１）ひろば事業

親子で自由に来館し、遊び、交流する場を提供するほか、スタッフが子育て相談にも応じます。

（２）情報収集・提供事業

子育て支援に関する行政情報、幼稚園、保育園、その他子育て支援団体の情報を集め、情報コー

ナーでの掲出、ホームページなどにより幅広く情報を提供します。

（３）乳幼児一時預かり

生後６カ月から就学前までの乳幼児について、理由にかかわらず一時的に預かります。

・料金

１時間６００円。以後30分ごとに300円

・預かり時間

各館によって異なります。詳しくはお問い合わせください。

◎「のびすく泉中央」個別事業

○ 対象

中高生及び子育て支援者

○ 事業内容

交流、活動の場及び活動拠点の提供、情報収集提供、相談受付

※　問い合わせ先は、仙台市子供未来局総務課（☎２１４－８７９０）

「のびすく仙台」　（☎７２６－６１８１）

「のびすく宮城野」（☎３５２－９８１３）

「のびすく若林」　（☎２８２－１５１６）

「のびすく長町南」（☎３９９－７７０５）

「のびすく泉中央」（☎７７２－７３４１）

４ 児童館での子育て家庭支援

○ 対象

乳幼児及びその保護者

○ 事業内容

親子を対象とした行事や幼児クラブの開設、子育て相談、子育てサークル等の育成等により子育て

家庭の支援を行います。

※ 問い合わせ先は、仙台市児童クラブ事業推進室（ ２１４－８１７６）
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仙台市の主な子育て支援事業

１ 保育所等地域子育て支援センター・子育て支援室

○ 対象

 主に子育て家庭の保護者及びその子供

○ 事業内容

  （１）子育て家庭の交流の場の提供と交流の促進

   子育て家庭が気軽にかつ自由に利用できる交流の場の設置や子育て家庭間の交流を深める取組等

   の地域支援を実施します。

（２）子育て等に関する相談、援助の実施

   子育てに不安や悩みなどを持っている子育て親子に対する相談、援助を実施します。

（３）地域の子育て関連情報の提供

   子育て家庭が必要とする身近な地域の様々な育児や子育てに関する情報を提供します。

（４）子育て及び子育て支援に関する講習等の実施

   子育て家庭や子育て支援に関するスタッフとして活動する者等を対象に講習等を実施します。

※ 問い合わせ先は、仙台市運営支援課（ ２１４－８４８７）

２ 一時預かり事業

○ 対象

　　原則として，仙台市に在住する保育所等の入所の対象とならない健康な就学前の子ども

○ 事業内容

　・利用形態

　　①非定型的保育サービス（保護者の就労・職業訓練・就学等により家庭保育が困難な場合）

　　②緊急保育サービス（保護者の傷病，災害，事故，出産，看護・介護，冠婚葬祭などにより一時的

　　　に家庭保育が困難な場合）

　　③私的理由による保育サービス（保護者の育児に伴う心理的・肉体的負担を解消のために一時的に

　　　保育が必要な場合）

　　④継続的利用保育サービス（①非定型的保育サービスと同様）

　・保育時間

　　　概ね午前7時30分から午後6時まで

　　　※保育時間等については，実施施設ごとに異なる。

　・費用（日額）

　　月曜日から土曜日

　　　利用料…3歳未満児　2,400円，3歳以上児　1,200円　（半日利用の場合は半額）

　　　給食費等…300円

　　日曜日，祝日等

　　　利用料…3歳未満児　3,600円，3歳以上児　1,800円　（半日利用の場合は半額）

　　　給食費等…200円

　・保育期間

　　①非定型的保育サービス　　　　　　月64時間未満を限度に保育

　　②緊急保育サービス　　　　　　　　2週間を限度に保育

　　③私的理由による保育サービス　　　週3日を限度に保育

　　④継続的利用保育サービス　　　　　月64時間以上保育

※ 問い合わせ先は、仙台市認定給付課（ ２１４－８５２４）

106

３ 子育てふれあいプラザ等「のびすく」

子育て支援拠点施設として、市内に「のびすく仙台」「のびすく宮城野」「のびすく若林」「のびすく長

町南」「のびすく泉中央」の５館を設置。

◎共通事業

○ 対象

乳幼児とその家族

○ 事業内容

（１）ひろば事業

親子で自由に来館し、遊び、交流する場を提供するほか、スタッフが子育て相談にも応じます。

（２）情報収集・提供事業

子育て支援に関する行政情報、幼稚園、保育園、その他子育て支援団体の情報を集め、情報コー

ナーでの掲出、ホームページなどにより幅広く情報を提供します。

（３）乳幼児一時預かり

生後６カ月から就学前までの乳幼児について、理由にかかわらず一時的に預かります。

・料金

１時間６００円。以後30分ごとに300円

・預かり時間

各館によって異なります。詳しくはお問い合わせください。

◎「のびすく泉中央」個別事業

○ 対象

中高生及び子育て支援者

○ 事業内容

交流、活動の場及び活動拠点の提供、情報収集提供、相談受付

※　問い合わせ先は、仙台市子供未来局総務課（☎２１４－８７９０）

「のびすく仙台」　（☎７２６－６１８１）

「のびすく宮城野」（☎３５２－９８１３）

「のびすく若林」　（☎２８２－１５１６）

「のびすく長町南」（☎３９９－７７０５）

「のびすく泉中央」（☎７７２－７３４１）

４ 児童館での子育て家庭支援

○ 対象

乳幼児及びその保護者

○ 事業内容

親子を対象とした行事や幼児クラブの開設、子育て相談、子育てサークル等の育成等により子育て

家庭の支援を行います。

※ 問い合わせ先は、仙台市児童クラブ事業推進室（ ２１４－８１７６）
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７ 子育て支援ショートステイ事業

５ 放課後児童健全育成事業

○ 対象

　　昼間に保護者が就労等により家庭にいない小学生

○ 事業内容

　　児童館等において、放課後の適切な遊びと生活の場を提供し、児童の健全育成を図っています。

※ 問い合わせ先は、仙台市児童クラブ事業推進室（ ２１４－８１７６）

６ 病児・病後児保育事業６ 病児・病後児保育事業

○ 対象

　　市内に居住し、病気（当面病状の急変が認められない場合）または病気の回復期にあり、集団保育

　　が困難な児童で保護者の勤務の都合などのため家庭で育児を行うことが困難な児童（概ね生後６か

　　月から小学校６年生）

○ 事業内容

　　上記対象者を診療所や保育所に付設された施設等で保育を行います。

　・利用方法

　　実施施設に事前登録し、利用の際には利用申請書にかかりつけ医からの「家庭医連絡票」を添付し

　　て実施施設へ提出

　・利用時間

　　午前８時から午後６時まで

　・利用日

　　てらさわ小児科（杉の子ルーム）　　　　　　　　　　　 月～土曜日

　　わくわくモリモリ保育所　　　　　　　　　　　　　　　 月～土曜日

　　宮城県済生会こどもクリニック（こどもケアルーム）  　 月～金曜日

　　仙台保育園（病児病後児保育室ぱんだ）　　　　　　　　 月～金曜日

　　すずき小児科・内科医院 （平成30年6月1日より「すずき整形外科・小児科内科」に変更予定）　 月～金曜日

　　五十嵐小児科・Ｕ歯科（にじいろルーム）　　　　　  　 月～火曜日、木～金曜日

　・利用期間

　　１枚の家庭医連絡票で連続して７日間以内

　・料金

　　１日当たり2,000円（他に給食やおやつ等の実費負担がある場合あり）

　※生活保護受給世帯及び市民税非課税世帯（父母及び同居の祖父母等が全員非課税の場合）に属する

　　子供が利用する場合は、事前の申請により利用料金の減免制度あり。

※ 問い合わせ先は、仙台市子供家庭支援課（ ２１４－８６０６）

７ 子育て支援ショートステイ事業

○　対象

　　０歳から小学校６年生まで

○　事業内容

　　保護者の疾病等により、子供の養育が一時的に困難になった場合に、乳児院、児童養護施設におい

　　て一定期間保護を行います。

　・利用期間、申込み、料金

　　原則１回７日以内、利用日数は１か月に10日以内／各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

　　へ申込み

　　１日…２歳未満児　5,350円、２歳以上児　2,750円
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　　※ひとり親世帯、生活保護世帯、市民税非課税世帯には、減免制度があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　※問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　　（☎225－7211㈹）

宮城総合支所保健福祉課（☎392－2111㈹）

宮城野区家庭健康課　　　（☎291－2111㈹）

若林区家庭健康課　　　　（☎282－1111㈹）

太白区家庭健康課　　　　（☎247－1111㈹）

泉区家庭健康課　　　　　（☎372－3111㈹）

８ 育児ヘルプ家庭訪問事業

○ 対象

　　仙台市内に居住する家庭で、本事業の効果が期待できると市長が判断した次の家庭

　　①若年の妊婦及び妊婦健康診査未受診や予期せぬ妊娠等、妊娠期からの継続的な支援を特に必要と

　　　する家庭

　　②出産後間もない時期（概ね１年以内）などの養育者で、児童の養育に対して不安や孤立感等を抱

　　　える家庭

　　③児童虐待等の怖れや、そのリスクを抱えるなど、養育上の問題を抱える家庭

○ 事業内容

　（１）育児や家事等の援助（育児ヘルパー派遣）

　　　産後間もない、育児不安や孤立を感じやすい時期の養育支援として、育児ヘルパーを派遣し、育

　　　児や家事の援助を行います。

　　・利用方法

　　　原則としてサービス開始希望の２週間前までに各区役所家庭健康課又は各総合支所保健福祉課に

　　　申請

　　・利用期間料金

　　　産後１年以内、最大２０回まで。１日１回まで、１回につき２時間以内。ただし、通院等により必

　　　要がある場合は、１日４時間以内の利用も可。その場合、２回とカウントする。（利用できる時間

　　　は午前９時から午後６時。この時間帯以外は要相談。）

　　・利用料金

　　　生活保護世帯及び市民税非課税世帯　　0円／時間

　　　所得税非課税世帯 100円／時間

　　　上記以外の世帯 600円／時間

　（２）専門的な相談指導

　　　未熟児や多胎児等に関する育児指導や養育者の身体的・精神的不調に対する相談・指導、若年の

　　　養育者に対する育児相談・指導等を行います。本人からの申請ではなく、支援が必要と判断した

　　　家庭に対し行っています。

※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・各総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　（ ２２５－７２１１㈹）
宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

若林区家庭健康課　　　（ ２８２－１１１１㈹）
太白区家庭健康課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区家庭健康課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

宮城野区家庭健康課　　（ ２９１－２１１１㈹）

秋保総合支所保健福祉課（ ３９９－２１１１㈹）



７ 子育て支援ショートステイ事業

５ 放課後児童健全育成事業

○ 対象

　　昼間に保護者が就労等により家庭にいない小学生

○ 事業内容

　　児童館等において、放課後の適切な遊びと生活の場を提供し、児童の健全育成を図っています。

※ 問い合わせ先は、仙台市児童クラブ事業推進室（ ２１４－８１７６）

６ 病児・病後児保育事業６ 病児・病後児保育事業

○ 対象

　　市内に居住し、病気（当面病状の急変が認められない場合）または病気の回復期にあり、集団保育

　　が困難な児童で保護者の勤務の都合などのため家庭で育児を行うことが困難な児童（概ね生後６か

　　月から小学校６年生）

○ 事業内容

　　上記対象者を診療所や保育所に付設された施設等で保育を行います。

　・利用方法

　　実施施設に事前登録し、利用の際には利用申請書にかかりつけ医からの「家庭医連絡票」を添付し

　　て実施施設へ提出

　・利用時間

　　午前８時から午後６時まで

　・利用日

　　てらさわ小児科（杉の子ルーム）　　　　　　　　　　　 月～土曜日

　　わくわくモリモリ保育所　　　　　　　　　　　　　　　 月～土曜日

　　宮城県済生会こどもクリニック（こどもケアルーム）  　 月～金曜日

　　仙台保育園（病児病後児保育室ぱんだ）　　　　　　　　 月～金曜日

　　すずき小児科・内科医院 （平成30年6月1日より「すずき整形外科・小児科内科」に変更予定）　 月～金曜日

　　五十嵐小児科・Ｕ歯科（にじいろルーム）　　　　　  　 月～火曜日、木～金曜日

　・利用期間

　　１枚の家庭医連絡票で連続して７日間以内

　・料金

　　１日当たり2,000円（他に給食やおやつ等の実費負担がある場合あり）

　※生活保護受給世帯及び市民税非課税世帯（父母及び同居の祖父母等が全員非課税の場合）に属する

　　子供が利用する場合は、事前の申請により利用料金の減免制度あり。

※ 問い合わせ先は、仙台市子供家庭支援課（ ２１４－８６０６）

７ 子育て支援ショートステイ事業

○　対象

　　０歳から小学校６年生まで

○　事業内容

　　保護者の疾病等により、子供の養育が一時的に困難になった場合に、乳児院、児童養護施設におい

　　て一定期間保護を行います。

　・利用期間、申込み、料金

　　原則１回７日以内、利用日数は１か月に10日以内／各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

　　へ申込み

　　１日…２歳未満児　5,350円、２歳以上児　2,750円
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　　※ひとり親世帯、生活保護世帯、市民税非課税世帯には、減免制度があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　※問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　　（☎225－7211㈹）

宮城総合支所保健福祉課（☎392－2111㈹）

宮城野区家庭健康課　　　（☎291－2111㈹）

若林区家庭健康課　　　　（☎282－1111㈹）

太白区家庭健康課　　　　（☎247－1111㈹）

泉区家庭健康課　　　　　（☎372－3111㈹）

８ 育児ヘルプ家庭訪問事業

○ 対象

　　仙台市内に居住する家庭で、本事業の効果が期待できると市長が判断した次の家庭

　　①若年の妊婦及び妊婦健康診査未受診や予期せぬ妊娠等、妊娠期からの継続的な支援を特に必要と

　　　する家庭

　　②出産後間もない時期（概ね１年以内）などの養育者で、児童の養育に対して不安や孤立感等を抱

　　　える家庭

　　③児童虐待等の怖れや、そのリスクを抱えるなど、養育上の問題を抱える家庭

○ 事業内容

　（１）育児や家事等の援助（育児ヘルパー派遣）

　　　産後間もない、育児不安や孤立を感じやすい時期の養育支援として、育児ヘルパーを派遣し、育

　　　児や家事の援助を行います。

　　・利用方法

　　　原則としてサービス開始希望の２週間前までに各区役所家庭健康課又は各総合支所保健福祉課に

　　　申請

　　・利用期間料金

　　　産後１年以内、最大２０回まで。１日１回まで、１回につき２時間以内。ただし、通院等により必

　　　要がある場合は、１日４時間以内の利用も可。その場合、２回とカウントする。（利用できる時間

　　　は午前９時から午後６時。この時間帯以外は要相談。）

　　・利用料金

　　　生活保護世帯及び市民税非課税世帯　　0円／時間

　　　所得税非課税世帯 100円／時間

　　　上記以外の世帯 600円／時間

　（２）専門的な相談指導

　　　未熟児や多胎児等に関する育児指導や養育者の身体的・精神的不調に対する相談・指導、若年の

　　　養育者に対する育児相談・指導等を行います。本人からの申請ではなく、支援が必要と判断した

　　　家庭に対し行っています。

※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・各総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　（ ２２５－７２１１㈹）
宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

若林区家庭健康課　　　（ ２８２－１１１１㈹）
太白区家庭健康課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区家庭健康課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

宮城野区家庭健康課　　（ ２９１－２１１１㈹）

秋保総合支所保健福祉課（ ３９９－２１１１㈹）
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９ 子供家庭総合相談

○ 対象

　　子育て家庭の保護者及びその子供など

○ 事業内容

　　子供の健康や養育に関する相談、ひとり親家庭に関する相談、婦人相談に関する相談、母子保健に

　　係る相談等、子供と家庭に関する相談に応じます。

子供に関しては、発育発達、しつけなど子育てに関する不安や悩み、家庭における子供の養育に

関する問題について、電話又は面接等により相談を受け、必要に応じて指導や援助を行います。児

童虐待に関する相談や通告も、この相談窓口で受け付けます。

・実施場所

各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課内

・実施日時

月曜日～金曜日（８：３０～１７：００）

※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　（ ２２５－７２１１㈹）

宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

宮城野区家庭健康課　　（ ２９１－２１１１㈹）

若林区家庭健康課　　　（ ２８２－１１１１㈹）

太白区家庭健康課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区家庭健康課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

１０ 区役所・総合支所における母子保健事業等

○ 対象

乳幼児及びその保護者等

○ 事業内容

（１）健康診査・訪問指導事業・相談事業等

①妊産婦・新生児・未熟児訪問指導

保健師または助産師等が家庭訪問を行い、発育、栄養、環境、疾病予防等、妊娠・出産・育児に

関する必要な保健指導を行います。

②妊婦、乳幼児健康診査及び事後指導

妊婦や０歳から３歳児までの一般健康診査等の各種健診を行うとともに、必要に応じて専門的な

助言・指導等を実施します。

③保健師・栄養士等による訪問活動

子育ての具体的なアドバイスを必要とする家庭へ、保健師や栄養士などが個別訪問を行います。

④育児相談

心理判定員、保健師等により、育児全般に関して電話や面接による相談を行います。

（２）子育てについての健康教室

①母親教室／両親教室

妊婦やその配偶者に、妊娠・出産・子育てについての学習と、地域の中での仲間づくりの機会を
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提供します。

②離乳食教室

乳幼児の離乳食やその後の食事について、講座や実習をとおした健康教育を行います。

③３～４か月児育児教室

生後３～４か月の乳児とその保護者等を対象に、発育発達の観察と個別指導を行うとともに、参

加者相互の育児情報の交換や保健指導を行います。

④育児不安などをもつ女性のための教室・虐待予防ミーティング

育児不安が大きい母親等のために、相談やグループミーティングを行います。

（３）自主グループ育成支援等

自主的な活動を行う育児グループや親の会等が円滑に活動できるように支援を行います。

　※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・各総合支所保健福祉課

１１ 障害児（者）支援事業

○ 対象

在宅の障害児（者）及びその家族

○ 事業内容

（１）障害児（者）の短期入所（ショートステイ）

障害者総合支援法による介護給付費のうち短期入所の支給決定を受けた障害児（者）を介護して

いる保護者が、病気や休養などのため家庭で介護ができなくなった場合、一時的に施設でお世話

します。

（２）ホームヘルパーの派遣

障害等のために日常生活を営むのに支障のある身体障害者、知的障害者、障害児、精神障害者、

難病患者の居宅等にホームヘルパーを派遣して、日常生活の介護等を行います。

※ （１）、（２）、（３）、の問い合わせ先は、各区役所障害高齢課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区障害高齢課　　　（ ２２５－７２１１㈹）

宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

宮城野区障害高齢課　　（ ２９１－２１１１㈹）

若林区障害高齢課　　　（ ２８２－１１１１㈹）

太白区障害高齢課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区障害高齢課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

（３）放課後等デイサービス

主に、小・中・高等学校及び特別支援学校に在籍する障害児に対し、放課後や夏休みなどの長期

休暇中に、遊びや生活経験を広げる場を提供します。

青葉区家庭健康課　　　　（☎225－7211㈹）

宮城総合支所保健福祉課（☎392－2111㈹）

宮城野区家庭健康課　　　（☎291－2111㈹）

若林区家庭健康課　　　　（☎282－1111㈹）

太白区家庭健康課　　　　（☎247－1111㈹）

秋保総合支所保健福祉課　（☎399－2111㈹）

泉区家庭健康課　　　　　（☎372－3111㈹）
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９ 子供家庭総合相談

○ 対象

　　子育て家庭の保護者及びその子供など

○ 事業内容

　　子供の健康や養育に関する相談、ひとり親家庭に関する相談、婦人相談に関する相談、母子保健に

　　係る相談等、子供と家庭に関する相談に応じます。

子供に関しては、発育発達、しつけなど子育てに関する不安や悩み、家庭における子供の養育に

関する問題について、電話又は面接等により相談を受け、必要に応じて指導や援助を行います。児

童虐待に関する相談や通告も、この相談窓口で受け付けます。

・実施場所

各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課内

・実施日時

月曜日～金曜日（８：３０～１７：００）

※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区家庭健康課　　　（ ２２５－７２１１㈹）

宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

宮城野区家庭健康課　　（ ２９１－２１１１㈹）

若林区家庭健康課　　　（ ２８２－１１１１㈹）

太白区家庭健康課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区家庭健康課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

１０ 区役所・総合支所における母子保健事業等

○ 対象

乳幼児及びその保護者等

○ 事業内容

（１）健康診査・訪問指導事業・相談事業等

①妊産婦・新生児・未熟児訪問指導

保健師または助産師等が家庭訪問を行い、発育、栄養、環境、疾病予防等、妊娠・出産・育児に

関する必要な保健指導を行います。

②妊婦、乳幼児健康診査及び事後指導

妊婦や０歳から３歳児までの一般健康診査等の各種健診を行うとともに、必要に応じて専門的な

助言・指導等を実施します。

③保健師・栄養士等による訪問活動

子育ての具体的なアドバイスを必要とする家庭へ、保健師や栄養士などが個別訪問を行います。

④育児相談

心理判定員、保健師等により、育児全般に関して電話や面接による相談を行います。

（２）子育てについての健康教室

①母親教室／両親教室

妊婦やその配偶者に、妊娠・出産・子育てについての学習と、地域の中での仲間づくりの機会を
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提供します。

②離乳食教室

乳幼児の離乳食やその後の食事について、講座や実習をとおした健康教育を行います。

③３～４か月児育児教室

生後３～４か月の乳児とその保護者等を対象に、発育発達の観察と個別指導を行うとともに、参

加者相互の育児情報の交換や保健指導を行います。

④育児不安などをもつ女性のための教室・虐待予防ミーティング

育児不安が大きい母親等のために、相談やグループミーティングを行います。

（３）自主グループ育成支援等

自主的な活動を行う育児グループや親の会等が円滑に活動できるように支援を行います。

　※ 問い合わせ先は、各区役所家庭健康課・各総合支所保健福祉課

１１ 障害児（者）支援事業

○ 対象

在宅の障害児（者）及びその家族

○ 事業内容

（１）障害児（者）の短期入所（ショートステイ）

障害者総合支援法による介護給付費のうち短期入所の支給決定を受けた障害児（者）を介護して

いる保護者が、病気や休養などのため家庭で介護ができなくなった場合、一時的に施設でお世話

します。

（２）ホームヘルパーの派遣

障害等のために日常生活を営むのに支障のある身体障害者、知的障害者、障害児、精神障害者、

難病患者の居宅等にホームヘルパーを派遣して、日常生活の介護等を行います。

※ （１）、（２）、（３）、の問い合わせ先は、各区役所障害高齢課・宮城総合支所保健福祉課

青葉区障害高齢課　　　（ ２２５－７２１１㈹）

宮城総合支所保健福祉課（ ３９２－２１１１㈹）

宮城野区障害高齢課　　（ ２９１－２１１１㈹）

若林区障害高齢課　　　（ ２８２－１１１１㈹）

太白区障害高齢課　　　（ ２４７－１１１１㈹）

泉区障害高齢課　　　　（ ３７２－３１１１㈹）

（３）放課後等デイサービス

主に、小・中・高等学校及び特別支援学校に在籍する障害児に対し、放課後や夏休みなどの長期

休暇中に、遊びや生活経験を広げる場を提供します。

青葉区家庭健康課　　　　（☎225－7211㈹）

宮城総合支所保健福祉課（☎392－2111㈹）

宮城野区家庭健康課　　　（☎291－2111㈹）

若林区家庭健康課　　　　（☎282－1111㈹）

太白区家庭健康課　　　　（☎247－1111㈹）

秋保総合支所保健福祉課　（☎399－2111㈹）

泉区家庭健康課　　　　　（☎372－3111㈹）



（５）障害児（者）の家族支援（レスパイト）

在宅の障害児（者）及びその家族に対して、家族に代わって障害児（者）の一時介護や宿泊介護

などの介護サービスを提供します。

〔青葉区〕

　障害者相談支援事業所ふらっと青葉 （☎265ー5320　FAX 265ー5352）

　障害者相談支援事業所ほっとすぺーす （☎225ー6551　FAX 212ー2520）

　障害者相談支援事業所とびら （☎261ー3664　FAX 261ー3661）

〔宮城野区〕

　障害者相談支援事業所ハンズ宮城野 （☎295ー7440　FAX 295ー7440）

　障害者相談支援事業所つるがや地域生活支援センター （☎388ー4388　FAX 388ー4377）

　障害者相談支援事業所宮城野雲母倶楽部＋らｉふ （☎254ー6757　FAX 254ー6757）

　障害者相談支援事業所「ホープ」 （☎293ー1051　FAX 295ー7194）

〔若林区〕

　障害者相談支援事業所ぴあら若林 （☎282ー5188　FAX 282ー5188）

　障害者相談支援事業所てれんこ （☎716ー8152　FAX 716ー8118）

　障害者相談支援事業所くれよん （☎282ー4671　FAX 282ー4672）

〔太白区〕

　障害者相談支援事業所ハンズ太白 （☎308ー8834　FAX 308ー8834）

　障害者相談支援事業所向日葵ライフサポートセンター （☎741ー2880　FAX 741ー3735）

　障害者相談支援事業所サポートはぎ （☎302ー7460　FAX 746ー6882）

〔泉区〕

　障害者相談支援事業所ふらっと泉 （☎771ー2728　FAX 771ー2728）

　障害者相談支援事業所ソキウス （☎718ー0768　FAX 718ー0769）

　障害者相談支援事業所ピース・スマイル （☎378ー3630　FAX 342ー5662）

（６）障害者相談支援事業

障害のある方を対象とした地域の相談窓口です。
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（４）児童発達支援

未就学の障害児に対し、発達の援助、生活指導などを行います。

　北部発達相談支援センター（

南部発達相談支援センター（

３７５－０１８２）

２４７－３８２５）

※　問い合わせ先は、各発達相談支援センター

関係機関業務内容
○児童相談所
　　18歳未満の児童（子供）を取り巻く環境や子供自身の問題について、家庭その他から相談を受け、

　必要な援助や指導を行います。

　　また、棄児・被虐待児・家出児等、保護者の監護を受けられない子供を緊急に保護したり、あるい

　は子供に対する具体的な措置をとるまで、子供の対人関係、性格行動等の行動観察を行うための子供

　援助方針を定めるため、一時保護による行動観察、生活指導等を行う必要がある場合に、子供の一時

　保護を行います。

　　さらに、児童福祉施設への入所措置、里親への委託等も行っています。相談事業の具体的な内容は

　以下のとおりです。

　① 養護相談

　　　虐待や保護者の離婚、病気や死亡などにより家庭での養育が困難な子供について家族や関係者等

　　から相談を受けます。また、子供が置かれている状況により、一時保護、児童福祉施設への入所や

　　里親委託等の措置を行い、養育環境の整備を図ります。

　② 非行相談

　　　法に触れる非行行為により警察から通告された子供（触法相談）や家出・深夜徘徊・乱暴等の問

　　題行動（ぐ犯相談）について家族や学校からの相談を受けます。

　③ 育成相談

　　　ひきこもりや集団に適応できない、家庭内暴力、不登校等について継続的な相談・援助を行いま

　　す。

　　このほか、「親子こころのクリニック」休診に伴い、平成25年4月1日から「親子こころの相談室」

　が設けられています。子どものこころの問題や子育ての悩み等について、子供やその保護者からの相

　談を受け、児童心理司等が継続的な心理面接等を行います。必要に応じ、嘱託医による診察も行って

　います。

○保健福祉センター
　　各区役所内にあり、市民生活に密着した福祉行政の実施機関として、児童福祉、生活保護、高齢者

　福祉、身体・知的・精神障害者福祉、母子及び寡婦の福祉などサービスの提供や支援を行っています。

　　「子供家庭総合相談」は、子供の健康や養育の問題、ひとり親家庭の問題、婦人保護に関する問題

　等、子供や家庭に関する様々な問題に関わる身近な相談支援窓口です。

　　児童虐待に関しては、「子供家庭総合相談」窓口で相談や通告を受け付けます。

　　また、住民の健康の保持増進を目的とし、地域の保健や衛生などに関して幅広く関わります。

　　住民の心と身体の健康問題に対しては、母子保健（母性保護及び乳幼児の健康保持増進を図るもの）

　を始め、精神保健や成人保健等の各分野において、各種健康診査、健康相談、健康教育、家庭訪問な

　どを行いながら、健康づくり、疾病の早期発見・予防からリハビリテーションまで幅広い取り組みを

　行っています。
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（５）障害児（者）の家族支援（レスパイト）

在宅の障害児（者）及びその家族に対して、家族に代わって障害児（者）の一時介護や宿泊介護

などの介護サービスを提供します。

〔青葉区〕

　障害者相談支援事業所ふらっと青葉 （☎265ー5320　FAX 265ー5352）

　障害者相談支援事業所ほっとすぺーす （☎225ー6551　FAX 212ー2520）

　障害者相談支援事業所とびら （☎261ー3664　FAX 261ー3661）

〔宮城野区〕

　障害者相談支援事業所ハンズ宮城野 （☎295ー7440　FAX 295ー7440）

　障害者相談支援事業所つるがや地域生活支援センター （☎388ー4388　FAX 388ー4377）

　障害者相談支援事業所宮城野雲母倶楽部＋らｉふ （☎254ー6757　FAX 254ー6757）

　障害者相談支援事業所「ホープ」 （☎293ー1051　FAX 295ー7194）

〔若林区〕

　障害者相談支援事業所ぴあら若林 （☎282ー5188　FAX 282ー5188）

　障害者相談支援事業所てれんこ （☎716ー8152　FAX 716ー8118）

　障害者相談支援事業所くれよん （☎282ー4671　FAX 282ー4672）

〔太白区〕

　障害者相談支援事業所ハンズ太白 （☎308ー8834　FAX 308ー8834）

　障害者相談支援事業所向日葵ライフサポートセンター （☎741ー2880　FAX 741ー3735）

　障害者相談支援事業所サポートはぎ （☎302ー7460　FAX 746ー6882）

〔泉区〕

　障害者相談支援事業所ふらっと泉 （☎771ー2728　FAX 771ー2728）

　障害者相談支援事業所ソキウス （☎718ー0768　FAX 718ー0769）

　障害者相談支援事業所ピース・スマイル （☎378ー3630　FAX 342ー5662）

（６）障害者相談支援事業

障害のある方を対象とした地域の相談窓口です。
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（４）児童発達支援

未就学の障害児に対し、発達の援助、生活指導などを行います。

　北部発達相談支援センター（

南部発達相談支援センター（

３７５－０１８２）

２４７－３８２５）

※　問い合わせ先は、各発達相談支援センター

関係機関業務内容
○児童相談所
　　18歳未満の児童（子供）を取り巻く環境や子供自身の問題について、家庭その他から相談を受け、

　必要な援助や指導を行います。

　　また、棄児・被虐待児・家出児等、保護者の監護を受けられない子供を緊急に保護したり、あるい

　は子供に対する具体的な措置をとるまで、子供の対人関係、性格行動等の行動観察を行うための子供

　援助方針を定めるため、一時保護による行動観察、生活指導等を行う必要がある場合に、子供の一時

　保護を行います。

　　さらに、児童福祉施設への入所措置、里親への委託等も行っています。相談事業の具体的な内容は

　以下のとおりです。

　① 養護相談

　　　虐待や保護者の離婚、病気や死亡などにより家庭での養育が困難な子供について家族や関係者等

　　から相談を受けます。また、子供が置かれている状況により、一時保護、児童福祉施設への入所や

　　里親委託等の措置を行い、養育環境の整備を図ります。

　② 非行相談

　　　法に触れる非行行為により警察から通告された子供（触法相談）や家出・深夜徘徊・乱暴等の問

　　題行動（ぐ犯相談）について家族や学校からの相談を受けます。

　③ 育成相談

　　　ひきこもりや集団に適応できない、家庭内暴力、不登校等について継続的な相談・援助を行いま

　　す。

　　このほか、「親子こころのクリニック」休診に伴い、平成25年4月1日から「親子こころの相談室」

　が設けられています。子どものこころの問題や子育ての悩み等について、子供やその保護者からの相

　談を受け、児童心理司等が継続的な心理面接等を行います。必要に応じ、嘱託医による診察も行って

　います。

○保健福祉センター
　　各区役所内にあり、市民生活に密着した福祉行政の実施機関として、児童福祉、生活保護、高齢者

　福祉、身体・知的・精神障害者福祉、母子及び寡婦の福祉などサービスの提供や支援を行っています。

　　「子供家庭総合相談」は、子供の健康や養育の問題、ひとり親家庭の問題、婦人保護に関する問題

　等、子供や家庭に関する様々な問題に関わる身近な相談支援窓口です。

　　児童虐待に関しては、「子供家庭総合相談」窓口で相談や通告を受け付けます。

　　また、住民の健康の保持増進を目的とし、地域の保健や衛生などに関して幅広く関わります。

　　住民の心と身体の健康問題に対しては、母子保健（母性保護及び乳幼児の健康保持増進を図るもの）

　を始め、精神保健や成人保健等の各分野において、各種健康診査、健康相談、健康教育、家庭訪問な

　どを行いながら、健康づくり、疾病の早期発見・予防からリハビリテーションまで幅広い取り組みを

　行っています。
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○総合支所
　地域住民の健康の保持増進を目的とし、宮城総合支所及び秋保総合支所がそれぞれの担当地区にお

いて健康づくりの諸活動を行っています。

　住民の心と身体の健康問題に対しては、母子保健（母性保護及び乳幼児の健康保持増進を図るもの）

を始め、精神保健や成人保健の各分野において各種健康診査、健康教育、健康相談、家庭訪問などを

行いながら、健康づくり、疾病の早期発見・予防からリハビリテーションまでの取り組みを行ってい

ます。

　　また、地域住民の福祉サービスに関する申請受付及び一部対応も行っています。

○精神保健福祉総合センター（はあとぽーと仙台）
　　精神保健及び精神障害者の福祉に関する指導・啓発を行うとともに、精神障害者の社会復帰に必要

　な生活指導等の事業を実施し、市民の精神保健の向上及び精神障害者の福祉の増進を図ることを目的

　に設置された機関です。

　　精神保健福祉相談、電話相談（はあとライン・ナイトライン）、精神保健福祉に関する教育研修、調

　査研究、技術援助、普及啓発、組織育成、企画立案等を行っています。精神保健福祉相談では、子育

　てや家族関係等に関する悩み、不安等に関して、相談に応じています。

　　また、回復途上の精神障害者で、主治医から通所が適当と認められた在宅の方を対象に、精神科デ

　イケアを実施しています。

　

○発達相談支援センター（アーチル）
　　乳幼児から成人まで、あらゆる発達障害のある方や心配のある方を対象に、早期の出会いと生涯ケ

　アの実現を目指し、本人と家族が安心して地域で生活できるよう相談・支援、地域生活支援を行って

　います。

　　また、発達障害に関する市民啓発や理解促進のため研修を行うとともに、市民や関係機関とのネッ

　トワークづくりを行っています。

○子供相談支援センター
　　青少年の非行防止、健全育成及び犯罪被害の未然防止等を目的として、市内中心部及び各中学校区

　単位で専任指導員と青少年指導員の協力のもと、街頭指導を実施しています。また、子供自身や保護

　者の悩みに対し面接相談、電話相談（ヤングテレホン相談）、メール相談で相談に応じています。子育

　て中のお母さんや家族等の悩みに対しても、面接相談、電話相談（子育て何でも電話相談）、メール相

　談で相談に応じています。そのほか青少年の健全育成について広報啓発活動を行っています。

　　また、所内に設置する「ふれあい広場」において、来所する青少年一人一人の状況にあった相談・

　支援や就労支援を行っています。
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○民生委員児童委員・主任児童委員
　　民生委員は民生委員法に基づき、地域において各種の相談・援助・調査等自主活動を行うとともに、

　福祉事務所その他の関係機関への協力活動を行っております。民生委員は児童福祉法の規定により児

　童委員を兼ねることとされ、児童福祉の増進にも重要な役割を果しています。

　　担当地区において低所得世帯をはじめとして、乳幼児、児童、高齢者、障害者、母子世帯等の相談・

　援助、地域福祉活動の推進、さらに関係行政機関への協力など幅広い活動をしている他、生活福祉資

　金をはじめとする各種貸付の相談・支援にもあたっています。

　　平成６年に設置された主任児童委員は、児童福祉法の規定により指名された、児童福祉に関する事

　項を専門的に担当する児童委員です。個別的な世帯や区域を限定せず、児童相談所をはじめとする関

　係機関と児童委員との連絡調整、児童委員の活動に対する支援や協力など、区域を担当する児童委員

　と一体となって活動しています。

 　民生委員児童委員　定数1,603名

 （うち主任児童委員　定数  136名）

 　　　　　　　※平成29年度時点

○家庭裁判所
　　家庭や親族に関するいろいろな問題について、その解決が図られるよう家事審判や家事調停を行う

　「家事事件」や、非行を犯した少年や非行を犯すおそれのある少年について、調査、少年審判を行う

　「少年事件」を専門的に取り扱う裁判所です。審判・調停の手続は、取り扱う事件の性質から、非公

　開となっています。

　　児童虐待については、保護者から虐待を受けている子供の安全を図るため、保護者の意思に反して

　でも、子供を保護者から引き離さなければならない場合があります。

　　このような場合、児童相談所長は、子供を児童福祉施設に入所させたり、里親に委託するなどの措

　置の承認を家庭裁判所に求めます（いわゆる「児童福祉法28条事件」）。家庭裁判所では、その申立て

　を受け、子供の健やかな成長に適うかを基準に、それらの措置を承認するかどうかを判断します。

　　家庭裁判所では、このほかにも、保護者が親権を濫用して子供を虐待しているような場合には、関

　係者（親族など）の申立てにより、その親権を失わせ（親権喪失宣告）、子供のために後見人を選ぶこ

　とができます。

　　そのほか、家事調停（親権者の変更など）や家事審判（養子縁組など）の手続においても、家庭裁

　判所は、児童虐待の問題に留意して問題の解決にあたっています。
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○総合支所
　地域住民の健康の保持増進を目的とし、宮城総合支所及び秋保総合支所がそれぞれの担当地区にお

いて健康づくりの諸活動を行っています。

　住民の心と身体の健康問題に対しては、母子保健（母性保護及び乳幼児の健康保持増進を図るもの）

を始め、精神保健や成人保健の各分野において各種健康診査、健康教育、健康相談、家庭訪問などを

行いながら、健康づくり、疾病の早期発見・予防からリハビリテーションまでの取り組みを行ってい

ます。

　　また、地域住民の福祉サービスに関する申請受付及び一部対応も行っています。

○精神保健福祉総合センター（はあとぽーと仙台）
　　精神保健及び精神障害者の福祉に関する指導・啓発を行うとともに、精神障害者の社会復帰に必要

　な生活指導等の事業を実施し、市民の精神保健の向上及び精神障害者の福祉の増進を図ることを目的

　に設置された機関です。

　　精神保健福祉相談、電話相談（はあとライン・ナイトライン）、精神保健福祉に関する教育研修、調

　査研究、技術援助、普及啓発、組織育成、企画立案等を行っています。精神保健福祉相談では、子育

　てや家族関係等に関する悩み、不安等に関して、相談に応じています。

　　また、回復途上の精神障害者で、主治医から通所が適当と認められた在宅の方を対象に、精神科デ

　イケアを実施しています。

　

○発達相談支援センター（アーチル）
　　乳幼児から成人まで、あらゆる発達障害のある方や心配のある方を対象に、早期の出会いと生涯ケ

　アの実現を目指し、本人と家族が安心して地域で生活できるよう相談・支援、地域生活支援を行って

　います。

　　また、発達障害に関する市民啓発や理解促進のため研修を行うとともに、市民や関係機関とのネッ

　トワークづくりを行っています。

○子供相談支援センター
　　青少年の非行防止、健全育成及び犯罪被害の未然防止等を目的として、市内中心部及び各中学校区

　単位で専任指導員と青少年指導員の協力のもと、街頭指導を実施しています。また、子供自身や保護

　者の悩みに対し面接相談、電話相談（ヤングテレホン相談）、メール相談で相談に応じています。子育

　て中のお母さんや家族等の悩みに対しても、面接相談、電話相談（子育て何でも電話相談）、メール相

　談で相談に応じています。そのほか青少年の健全育成について広報啓発活動を行っています。

　　また、所内に設置する「ふれあい広場」において、来所する青少年一人一人の状況にあった相談・

　支援や就労支援を行っています。
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○民生委員児童委員・主任児童委員
　　民生委員は民生委員法に基づき、地域において各種の相談・援助・調査等自主活動を行うとともに、

　福祉事務所その他の関係機関への協力活動を行っております。民生委員は児童福祉法の規定により児

　童委員を兼ねることとされ、児童福祉の増進にも重要な役割を果しています。

　　担当地区において低所得世帯をはじめとして、乳幼児、児童、高齢者、障害者、母子世帯等の相談・

　援助、地域福祉活動の推進、さらに関係行政機関への協力など幅広い活動をしている他、生活福祉資

　金をはじめとする各種貸付の相談・支援にもあたっています。

　　平成６年に設置された主任児童委員は、児童福祉法の規定により指名された、児童福祉に関する事

　項を専門的に担当する児童委員です。個別的な世帯や区域を限定せず、児童相談所をはじめとする関

　係機関と児童委員との連絡調整、児童委員の活動に対する支援や協力など、区域を担当する児童委員

　と一体となって活動しています。

 　民生委員児童委員　定数1,603名

 （うち主任児童委員　定数  136名）

 　　　　　　　※平成29年度時点

○家庭裁判所
　　家庭や親族に関するいろいろな問題について、その解決が図られるよう家事審判や家事調停を行う

　「家事事件」や、非行を犯した少年や非行を犯すおそれのある少年について、調査、少年審判を行う

　「少年事件」を専門的に取り扱う裁判所です。審判・調停の手続は、取り扱う事件の性質から、非公

　開となっています。

　　児童虐待については、保護者から虐待を受けている子供の安全を図るため、保護者の意思に反して

　でも、子供を保護者から引き離さなければならない場合があります。

　　このような場合、児童相談所長は、子供を児童福祉施設に入所させたり、里親に委託するなどの措

　置の承認を家庭裁判所に求めます（いわゆる「児童福祉法28条事件」）。家庭裁判所では、その申立て

　を受け、子供の健やかな成長に適うかを基準に、それらの措置を承認するかどうかを判断します。

　　家庭裁判所では、このほかにも、保護者が親権を濫用して子供を虐待しているような場合には、関

　係者（親族など）の申立てにより、その親権を失わせ（親権喪失宣告）、子供のために後見人を選ぶこ

　とができます。

　　そのほか、家事調停（親権者の変更など）や家事審判（養子縁組など）の手続においても、家庭裁

　判所は、児童虐待の問題に留意して問題の解決にあたっています。
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○乳児院
　　親の離婚や病気など様々な事情から家庭で生活することが困難なおおむね２歳までの乳幼児、また

　は虐待など環境上適切な養護を必要とする乳幼児が、家庭に代わり毎日の生活を送るところです。

　　乳幼児を日々一定時間あずかる保育所とは異なり、昼夜をわかたずその乳幼児を心身ともに健やか

　に育成することを目的としています。

○児童養護施設
　　家庭での養育が困難な場合、あるいは家庭での養育が不適当な場合に子供を入所させて養育し、そ

　の社会的自立を支援する施設です。概ね２歳～18歳までの子供（安定した生活環境の確保その他の理

　由により特に必要がある場合は、乳児を含む。）を対象としています。

　　子供が日常生活の中で基本的生活習慣を確立し、かつ、子供の自主性が尊重され、豊かな人間性や

　社会性を育みながら、子供の自立を支援するような生活指導や家庭環境の調整等を行います。

○児童心理治療施設
　　家庭環境、学校における交友関係その他の環境上の理由により社会生活への適応が困難となってい

　る児童が短期間入所、または保護者のもとから通い、社会生活に適応するために必要な心理に関する

　治療及び生活指導を主として行うことを目的とする施設です。

○里親
　　養育里親は、保護者のない児童または保護者に監護させることが不適切であると認められる児童

　（以下要保護児童）を養育することを希望し、養育里親研修を修了していること等の要件を満たす者

　のうち、市長が適当と認め、里親名簿に登録された者です。

　　養子縁組里親は、要保護児童を養育すること及び養子縁組によって養親となることを希望する者で

　す。登録要件は、養育里親とほぼ同様の規定となっています。

　　そのほか、専門里親、親族里親の４種類の里親があります。

　　児童を委託された里親は、児童相談所長が作成する自立支援計画に従い、児童の自主性を尊重し、

　基本的な生活習慣を確立するとともに、豊かな人間性及び社会性を養い、委託児童の自立を支援する

　ことを目的として養育を行います。
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相談窓口・関係機関等一覧（仙台市内）
（１）相談窓口
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（２）電話相談

名 称 相談内容

０８５２－８１７所談相童児市台仙

（虐待や子供の生活等の悩み相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

（ただし緊急時は夜間、休日等も受付）

子供家庭総合相談

（各区保健福祉センター家庭健康課及び
　宮城総合支所保健福祉課）

上記（１）

相談窓口参照

（子供や家庭に関する相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

祝日・年末年始を除く

子育て何でも電話相談

（仙台市子供相談支援センター）
２１６－１１５２

（子育ての悩みや子育てを楽しめる

環境づくりを考える相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

祝日・年末年始を除く

「すくすく子育て」電話相談

（丘の家乳幼児ホーム）
２３４－６３１０

（育児相談・乳幼児健康相談等）

年中無休　９：００～１８：００

名 称 相談内容／所在地

０８５２－８１７所談相童児市台仙
（虐待、養育、性格行動または非行に関する相談）
  青葉区東照宮１－18－１
  ※児童相談所全国共通ダイヤル「189」でも可

子供家庭総合相談

青葉区役所家庭健康課

宮城野区役所　〃

若林区役所　　〃

太白区役所　　〃

泉区役所　　　〃

宮城総合支所 保健福祉課

２２５－７２１１○代

２９１－２１１１○代

２８２－１１１１○代

２４７－１１１１○代

３７２－３１１１○代

３９２－２１１１○代

（子供や家庭に関する相談）

青葉区上杉１－５－１ 青葉区役所内

宮城野区五輪２－１２－３５ 宮城野区役所内

若林区保春院前丁３－１ 若林区役所内

太白区長町南３－１－１５ 太白区役所内

泉区泉中央２－１－１ 泉区役所内

青葉区下愛子字観音堂５

親子こころの相談室（児童相談所内） ２１９－５２２０ 性格行動上の問題、不登校、子育て不安等

仙台市子供相談支援センター ２１４－８６０２

（子供や保護者の方の悩みや困り事、

子育て中のお母さんの悩みや不安の相談）

青葉区錦町１－３－９

精神保健福祉相談

（仙台市精神保健福祉総合センター）
２６５－２１９１

（心の健康や精神障害者の保健福祉に関する相談）

青葉区荒巻字三居沢１－６

発達相談

（仙台市北部発達相談支援センター） ３７５－０１１０

（発達に関する相談）

泉区泉中央２－２４－１
（担当する区域：青葉区・宮城野区・泉区）

（仙台市南部発達相談支援センター） ２４７－３８０１ 太白区長町南３－１－３０
（担当する区域：若林区・太白区）

教育相談室

（仙台市教育委員会）
２１４－０００２

（学校生活、不登校等の教育相談）

青葉区上杉１－５－１２ 仙台市役所上杉分庁舎内

少年相談

仙台中央警察署少年相談

〃 南 〃 〃

〃 北 〃 〃

〃 東 〃 〃

〃 泉 〃 〃

２２２－７１７１

２４６－７１７１

２３３－７１７１

２３１－７１７１

３７５－７１７１

（少年の非行に関する相談）

青葉区五橋１－３－１９

太白区長町６－２－７

青葉区昭和町３－１３

宮城野区南目館２１－１

泉区泉中央１－２－５



○乳児院
　　親の離婚や病気など様々な事情から家庭で生活することが困難なおおむね２歳までの乳幼児、また

　は虐待など環境上適切な養護を必要とする乳幼児が、家庭に代わり毎日の生活を送るところです。

　　乳幼児を日々一定時間あずかる保育所とは異なり、昼夜をわかたずその乳幼児を心身ともに健やか

　に育成することを目的としています。

○児童養護施設
　　家庭での養育が困難な場合、あるいは家庭での養育が不適当な場合に子供を入所させて養育し、そ

　の社会的自立を支援する施設です。概ね２歳～18歳までの子供（安定した生活環境の確保その他の理

　由により特に必要がある場合は、乳児を含む。）を対象としています。

　　子供が日常生活の中で基本的生活習慣を確立し、かつ、子供の自主性が尊重され、豊かな人間性や

　社会性を育みながら、子供の自立を支援するような生活指導や家庭環境の調整等を行います。

○児童心理治療施設
　　家庭環境、学校における交友関係その他の環境上の理由により社会生活への適応が困難となってい

　る児童が短期間入所、または保護者のもとから通い、社会生活に適応するために必要な心理に関する

　治療及び生活指導を主として行うことを目的とする施設です。

○里親
　　養育里親は、保護者のない児童または保護者に監護させることが不適切であると認められる児童

　（以下要保護児童）を養育することを希望し、養育里親研修を修了していること等の要件を満たす者

　のうち、市長が適当と認め、里親名簿に登録された者です。

　　養子縁組里親は、要保護児童を養育すること及び養子縁組によって養親となることを希望する者で

　す。登録要件は、養育里親とほぼ同様の規定となっています。

　　そのほか、専門里親、親族里親の４種類の里親があります。

　　児童を委託された里親は、児童相談所長が作成する自立支援計画に従い、児童の自主性を尊重し、

　基本的な生活習慣を確立するとともに、豊かな人間性及び社会性を養い、委託児童の自立を支援する

　ことを目的として養育を行います。
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相談窓口・関係機関等一覧（仙台市内）
（１）相談窓口
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（２）電話相談

名 称 相談内容

０８５２－８１７所談相童児市台仙

（虐待や子供の生活等の悩み相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

（ただし緊急時は夜間、休日等も受付）

子供家庭総合相談

（各区保健福祉センター家庭健康課及び
　宮城総合支所保健福祉課）

上記（１）

相談窓口参照

（子供や家庭に関する相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

祝日・年末年始を除く

子育て何でも電話相談

（仙台市子供相談支援センター）
２１６－１１５２

（子育ての悩みや子育てを楽しめる

環境づくりを考える相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：００

祝日・年末年始を除く

「すくすく子育て」電話相談

（丘の家乳幼児ホーム）
２３４－６３１０

（育児相談・乳幼児健康相談等）

年中無休　９：００～１８：００

名 称 相談内容／所在地

０８５２－８１７所談相童児市台仙
（虐待、養育、性格行動または非行に関する相談）
  青葉区東照宮１－18－１
  ※児童相談所全国共通ダイヤル「189」でも可

子供家庭総合相談

青葉区役所家庭健康課

宮城野区役所　〃

若林区役所　　〃

太白区役所　　〃

泉区役所　　　〃

宮城総合支所 保健福祉課

２２５－７２１１○代

２９１－２１１１○代

２８２－１１１１○代

２４７－１１１１○代

３７２－３１１１○代

３９２－２１１１○代

（子供や家庭に関する相談）

青葉区上杉１－５－１ 青葉区役所内

宮城野区五輪２－１２－３５ 宮城野区役所内

若林区保春院前丁３－１ 若林区役所内

太白区長町南３－１－１５ 太白区役所内

泉区泉中央２－１－１ 泉区役所内

青葉区下愛子字観音堂５

親子こころの相談室（児童相談所内） ２１９－５２２０ 性格行動上の問題、不登校、子育て不安等

仙台市子供相談支援センター ２１４－８６０２

（子供や保護者の方の悩みや困り事、

子育て中のお母さんの悩みや不安の相談）

青葉区錦町１－３－９

精神保健福祉相談

（仙台市精神保健福祉総合センター）
２６５－２１９１

（心の健康や精神障害者の保健福祉に関する相談）

青葉区荒巻字三居沢１－６

発達相談

（仙台市北部発達相談支援センター） ３７５－０１１０

（発達に関する相談）

泉区泉中央２－２４－１
（担当する区域：青葉区・宮城野区・泉区）

（仙台市南部発達相談支援センター） ２４７－３８０１ 太白区長町南３－１－３０
（担当する区域：若林区・太白区）

教育相談室

（仙台市教育委員会）
２１４－０００２

（学校生活、不登校等の教育相談）

青葉区上杉１－５－１２ 仙台市役所上杉分庁舎内

少年相談

仙台中央警察署少年相談

〃 南 〃 〃

〃 北 〃 〃

〃 東 〃 〃

〃 泉 〃 〃

２２２－７１７１

２４６－７１７１

２３３－７１７１

２３１－７１７１

３７５－７１７１

（少年の非行に関する相談）

青葉区五橋１－３－１９

太白区長町６－２－７

青葉区昭和町３－１３

宮城野区南目館２１－１

泉区泉中央１－２－５



名 称 相談内容

ヤングテレホン相談

（仙台市子供相談支援センター）

０１２０－７８３０－１７

（携帯等不可）

２２２－７８３０

（青少年の悩みや不安に関する相談）

２４時間対応 年中無休

はあとライン

（仙台市精神保健福祉総合センター）
２６５－２２２９

（心の悩みに関する相談）

月～金曜日 １０：００～１２：００

１３：００～１６：００除く祝日

ナイトライン

（仙台市精神保健福祉総合センター）

仙台市立病院総合サポートセンター

（仙台市立病院）

２１７－２２７９

３０８－９９２０

（心の悩みに関する相談）

１８：００～２２：００ 年中無休

（主に医療機関からの相談）

月～金曜日　９：００～１７：００

子どもの人権１１０番

（仙台法務局）
０１２０－００７－１１０

（いじめ等子供の人権に関する相談）

月～金曜日 ８：３０～１７：１５

（上記以外は留守番電話で対応）

いじめ１１０番

（宮城県警察本部）
２２１－７８６７

（いじめや非行に関する相談）

２４時間対応 年中無休

少年相談電話

（宮城県警察本部）
２２２－４９７０

（少年の非行や悩みに関する相談）

２４時間対応 年中無休

仙台いのちの電話

（社会福祉法人仙台いのちの電話）
７１８－４３４３

（自殺予防を目的に

悩みや不安を抱える方からの相談）

２４時間対応 年中無休

キャプネット・みやぎ

（子ども虐待防止ネットワーク・みやぎ）
２６５－８８６６

（児童虐待に関する相談）

月～土曜日開設 １０：００～１３：００

保育所等地域子育て支援

国見ヶ丘せんだんの杜保育園（青葉区）
ワッセ森のひろば保育園（青葉区）
はぐくみ保育園（青葉区）　
支倉保育所（青葉区）
落合保育所（青葉区）
桜ヶ丘保育所（青葉区）
福室希望園（宮城野区）
鶴ヶ谷希望園（宮城野区）
保育所新田こばと園（宮城野区）
仙台岩切あおぞら保育園（宮城野区）
立華認定こども園（宮城野区）
高砂保育所（宮城野区）
ダーナ保育園（若林区）
荒井マーヤ保育園（若林区）
蒲町保育所（若林区）
南小泉保育所（若林区）
長町自由の星保育園（太白区）
西多賀チェリー保育園（太白区）
バンビの森保育園（太白区）
仙台袋原あおぞら保育園（太白区）
向山保育所（太白区）
上野山保育所（太白区）
高森サーラ保育園（泉区）
泉中央保育園（泉区）
泉チェリー保育園（泉区）
コスモス将監保育園（泉区）　
ろりぽっぷ泉中央南園（泉区）　
長命ヶ丘保育所（泉区）
鶴が丘保育所（泉区）　

２７７－１１５５
２３３－０１９０
３９１－８９８８
２６１－３２７８
３９１－１５２５
080－1671－1920
７８６－５６６０
３８８－４０８８
２３７－３７９３
２９０－７３１８
２９０－６７７６
090－9035－1920
２８２－５６２３
３５４－０６５４
２８５－０７５５
090－1062－1920
７４８－０３８３
３０７－３３８０
080－5554－1178
３９７－９２５８
２２５－２５６７
090－6782－1920
３７７－００５１
７７６－２３３０
７７１－８００６
３４２－０５０７
３４２－０６１０
３７８－０２２０
090－2606－9091

（育児に関する相談）
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児童福祉法（抄）

（公布 昭和２２年 法律第１６４号

改正 平成２８年 法律第６３号 ）

資
料
編

119

第一条　全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、その生活を

保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が図られ

ることその他の福祉を等しく保障される権利を有する。

第二条　全て国民は、児童が良好な環境において生まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児童の

年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、心身ともに

健やかに育成されるよう努めなければならない。

②　児童の保護者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を負う。

③　国及び地方公共団体は、児童の保護者とともに、児童を心身ともに健やかに育成する責任を負う。

第三条　前二条に規定するところは、児童の福祉を保障するための原理であり、この原理は、すべて児

童に関する法令の施行にあたつて、常に尊重されなければならない。

第三条の二　国及び地方公共団体は、児童が家庭において心身ともに健やかに養育されるよう、児童の

保護者を支援しなければならない。ただし、児童及びその保護者の心身の状況、これらの者の置かれて

いる環境その他の状況を勘案し、児童を家庭において養育することが困難であり又は適当でない場合に

あつては児童が家庭における養育環境と同様の養育環境において継続的に養育されるよう、児童を家庭

及び当該養育環境において養育することが適当でない場合にあつては児童ができる限り良好な家庭的環

境において養育されるよう、必要な措置を講じなければならない。

第四条　この法律で、児童とは、満十八歳に満たない者をいい、児童を左のように分ける。

　一　乳児　満一歳に満たない者

　二　幼児　満一歳から、小学校就学の始期に達するまでの者

　三　少年　小学校就学の始期から、満十八歳に達するまでの者

②　この法律で、障害児とは、身体に障害のある児童、知的障害のある児童、精神に障害のある児童（発

達障害者支援法（平成十六年法律第百六十七号)第二条第二項に規定する発達障害児を含む。）又は治

療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾病であつて障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律（平成十七年法律第百二十三号）第四条第一項の政令で定めるものによる障害の

程度が同項の厚生労働大臣が定める程度である児童をいう。

第五条　この法律で、妊産婦とは、妊娠中又は出産後一年以内の女子をいう。

第六条　この法律で、保護者とは、第十九条の三、第五十七条の三第二項、第五十七条の三の三第二項

及び第五十七条の四第二項を除き、親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監護する者

をいう。

第十条　市町村は、この法律の施行に関し、次に掲げる業務を行わなければならない。

一　児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な実情の把握に努めること。

二　児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な情報の提供を行うこと。

三　児童及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談に応ずること並びに必要な調査及び指導を

行うこと並びにこれらに付随する業務を行うこと。

四　前三号に掲げるもののほか、児童及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他につき、必要な支援を行

うこと。

②　市町村長は、前項第三号に掲げる業務のうち専門的な知識及び技術を必要とするものについては、

児童相談所の技術的援助及び助言を求めなければならない。




